
自
治
連
合
会
は
12
月
５
日
、
臨

時
総
会
を
開
き
、
従
来
の
「
ま
ち
づ

く
り
検
討
委
員
会
」
を
改
組
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
準
備
会
」
（
以
下
、

準
備
会
と
い
う
）
を
設

置
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

（
以
下
、
協
議
会
と
い

う
）
を
設
立
に
向
け
、

必
要
事
項
の
検
討
、
諸

手
続
き
を
進
め
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
自
治
連
合

会
に
代
わ
る
、
町
内
会
、
社
協
な
ど

各
種
団
体
を
包
括
し
た
新
し
い
住
民

自
治
組
織
で
す
。

志
津
南
地
区
で
は
平
成
21
年
度

に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
住
民

み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
「
志

津
南
地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
標
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。
草
津
市
の
取
り

組
み
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
る
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
般
、
草
津
市
が

「
草
津
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
行
動

計
画
（
案
）
」
を
提
示
し
た
こ
と

を
受
け
、
準
備
会
を
立
ち
上
げ
た
も

の
で
す
。

来
月
６
日
に
第
１
回
準
備
会
を
開

き
役
員
を
選
出
、
24
年
度
か
ら
の

協
議
会
へ
の
事
業
移
管
を
め
ざ
し
、

具
体
案
の
検
討
に
入
り
ま
す
。
事
業

移
管
完
了
に
伴
い
、
自
治
連
合
会
は

な
く
な
り
ま
す
が
町
内
会
は
存
続
し

ま
す
。

準
備
会
は
、
町
内
会
、
社
協
、
民

生
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
、

体
振
、
青
少
年
、
交
通
安
全
会
、

子
ど
も
会
、
健
推
、
広
報
委
員
会
、

町
並
み
保
存
委
、
人
権
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
泉
、
志
津
南
小
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各

代
表
者
と
平
成
22
年
度
自
治
連
三

役
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
、
有

識
者
（
地
域
づ
く
り
経
験
者
等
）
で

構
成
し
、
委
員
長
１
名
、
副
委
員
長

２
名
、
幹
事
２
名
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、

事
務
局
）
を
置
き
ま
す
。

（
自
治
連
合
会
）

樹
木
の
根
の
盛
り
上
が
り
な
ど

で
凸
凹
に
な
っ
て
い
る
地
区
内
の
歩

道
改
修
工
事
の
本
年
度
事
業
（
若
草

五
丁
目
側
か
が
や
き
通
り
）
が
草
津

市
道
路
課
に
よ
り
12
月
８
日
完
了

し
ま
し
た
。

数
多
い
大
き
な
街
路
樹

の
成
長
し
た
太
い
根
伐
り

作
業
は
予
想
以
上
に
困
難

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
期

間
中
は
一
部
で
不
自
由
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
ご
協

力
を
得
て
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

若
草
中
央
バ
ス
停
を
挟
ん
で
利
用

者
の
多
い
こ
の
歩
道
も
透
水
性
の
舗

装
に
改
修
さ
れ
、
暗
闇
で
も
安
心
し

て
歩
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

（
自
治
連
合
会
）

「
絆
奏
で
る
（
き
ず
な
か
な
で
る
）
」

を
テ
ー
マ
に
第
２
回
人
権
講
座
を
次

の
通
り
開
催
し
ま
す
。
す
て
き
な
音

楽
と
お
話
し
で
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

▽

日
時

１
月
22
日
（
土
）

午
後
８
時
か
ら

▽

場
所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

「
Ａ
＆
Ｂ
（
エ
イ
ト
ビ
ー

ト
）
」
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
講
話
な
ど
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まちのシンボル「ひと・まち・ゆめ」

志津南 発 行
志津南地区自治連合会

連絡先

志津南市民センター

（公民館） 563-6206

２
月
６
日
に
初
会
合

24
年
度
の
事
業
移
管
め
ざ
す

工事を終えた歩道

まちづくり協議会設立準備会発足

草
津
市
の
Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
に
3

月
12

日
か
ら
新

快
速
電
車
が
終
日
停
車
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
快
速
停
車
は
一
昨
年
12

月
、
草
津
市
や
市
自

治
連
で
つ
く
る
新
快
速
停
車
促
進
期
成
同
盟
会
が

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
要
望
書
を
提
出
、
志
津
南
地
区
自

治
連
も
署
名
活
動
を
行
う
な
ど
粘
り
強
く
停
車
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
検
討
を
進
め
て
い
た
Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
昨
年
12

月
17

日
に
正
式
に
停
車
を
発
表
、
３

月
12

日
の
改
正
新
ダ
イ
ヤ
か
ら
全
新
快
速
が
南
草

津
駅
に
停
車
す
る
こ
と
が
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。

３
月
12
日
ダ
イ
ヤ
改
正

新
快
速
停
車
を
伝
え
る
チ
ラ
シ

南
草
津
駅
に
新
快
速
停
車

歩
道
改
修
工
事
終
わ
る

22

日
に
人
権
コ
ン
サ
ー
ト



市
民
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
と
地
域
の
愛
好
家

に
よ
る
音
楽
と
芸
術
の
祭
典
、
第

10
回
「
ふ
れ
あ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ソ
ン
」
が
12
月
18
日
、
志
津
南
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
南
笠
飛
翔
楽

鼓
隊
」
。
元
気
な
か
け
声
と
バ
チ
さ

ば
き
で
、
第
１
部
「
と
き
め
き
発
表

会
」
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。
ダ
ン
ス

や
音
楽
、
手
話
の
歌
に
と
、
日
ご
ろ

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
、
最
後
は
、

全
員
で
「
学
生
時
代
」
「
今
日
の

日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
歌
い
会
場
が

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
部
の

「
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、

軽
音
楽
グ
ル
ー
プ
Ｇ
Ｓ
Ｏ
の
演
奏
を

合
図
に
、
会
場
が
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

早
変
わ
り
。
生
演
奏
と
ミ
ラ
ー
ボ
ー

ル
の
き
ら
め
き
に
合
わ
せ
て
、
軽
や

か
に
ス
テ
ッ
プ
が
踏
ま
れ
、
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
方
、
サ
ロ
ン
で
は
、
手
作
り
作

品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
り
、
木
の
実

の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
体
験
が
好
評
だ
っ

た
り
と
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し

て
利
用
団
体
主
催
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

は
来
館
者
の
憩
い
の
場
に
な
り
大
変

好
評
で
し
た
。

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
小
野
栄
祐
会
長
）
主
催
の
「
歌

い
つ
ぎ
た
い
日
本
の
歌

み
ん
な
で

歌
う
ふ
れ
あ
い
の
会
」
が
12
月
12

日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
五
十
人
が
出
席
、
楽
し
く
歌

い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
愛
好

家
の
村
井
教
夫
さ
ん
（
若
草
三
丁
目
）

の
ギ
タ
ー
伴
奏
で
、
参
加
者
か
ら
募
っ

た
日
本
の
歌
18
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

前
半
は
「
青
い
山
脈
」
「
青
葉

城
恋
歌
」
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

「
鐘
の
鳴
る
丘
」
な
ど
９
曲
を
歌
い

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
ぜ
ん
ざ

い
と
お
茶
の
ふ
る
ま
い
を
受
け
た
あ

と
「
知
床
旅
情
」
、
「
四
季
の
歌
」

「
月
の
砂
漠
」
「
琵
琶
湖
周
航
の

歌
」
な
ど
８
曲
を
歌
い
、
最
後
は
、

今
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
ま
た
君
に
恋
し

て
る
」
の
大
合
唱
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

わ
ん
ぱ
く
プ
ラ
ザ
南
っ
子
の
第
７

回
事
業
「
昔
の
遊
び
を
楽
し
も
う
」

が
12
月
11
日
、
若
草
中
央
児
童
公

園
な
ど
で
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
３
世
代
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

１
〜
６
年
生
の
児
童
34
人
と
地

域
の
皆
さ
ん
32
人
は
、
最
初
に
竹

鉄
砲
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
ス
タ
ッ

フ
の
助
け
を
借
り

て
全
員
が
無
事
完

成
。
市
民
セ
ン
タ
ー

の
玄
関
で
、
的
を

目
が
け
て
射
ち
ま

し
た
が
、
最
初
は

う
ま
く
玉
が
飛
ば

ず
、
悪
戦
苦
闘
。

ま
た
公
園
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
手
助

け
で
竹
馬
や
カ
ポ

カ
ポ
を
使
っ
て
元

気
よ
く
歩
き
回
り

ま
し
た
。

野
外
の
遊
び
の

後
は
室
内
で
、
ど
ん
ぐ
り
で
コ
マ
を

作
っ
て
回
し
た
り
、
用
意
し
た
ヨ
ー

ヨ
ー
や
ケ
ン
玉
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
昔
に
戻
り

子
ど
も
達
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

地
域
の
輪
が
ま
た
広
が
り
ま
し
た
。
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わ
ん
ぱ
く
、
昔
遊
び
楽
し
む

ミュージ ックソン にぎわ う

平
成
９
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

は
、
備
品
類
も
そ
の
当
時
に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
老
朽
化
し
た
備
品
（
炊
飯
器
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
厨
房
関
係
機
器
、
テ
レ
ビ
等
）
の
買
い
替
え
と
と
も

に
、
新
し
く
卓
球
台
＝
写
真
、
マ
ッ
ト
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
に
設
置
し
て
い
た
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
は
、
名

称
も
新
た
に
ス
カ
イ
ウ
ェ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

の
で
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
セ
ン
タ
ー
に
卓
球
台

オープニングで見事なバチさばきを披露する

南笠飛翔楽鼓隊（市民センター）

竹馬で歩くのはラクじゃない

歌
で
交
流
深
め
る

歌
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
ふ
れ

あ
い
の
会



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
は

12
月
10
日
、
高
齢
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
、
参
加
者

34
人
が
宇
治
に
出
か
け
ま
し
た
。

午
前
９
時
半
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

を
出
発
。
バ
ス
の
窓
か
ら
青
々
と
し

た
宇
治
川
の
流
れ
、
晩
秋
の
名
残
り

の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
話
し
も
弾
む

う
ち
、
世
界
遺
産
の
平
等
院
に
到
着
。

史
跡
名
勝
庭
園
の
阿
宇
池
は
美
し

い
紅
葉
と
と
も
に
鳳
凰
堂
の
雄
姿
を

映
し
て
い
ま
し
た
＝
写
真
。
ま
た
、

秋
季
特
別
展
「
失
わ
れ
た
愛
の
腕
を

さ
が
し
て
弓
と
天
衣
」
な
ど
を
観
賞

し
ま
し
た
。

宇
治
川
に
架
か
る
朱
塗
り
の
太
鼓

橋
の
喜
撰
橋
た
も
と
の
茶
店
で
昼
食

を
と
っ
た
あ
と
、
源
氏
ロ
マ
ン
に
想

い
を
馳
せ
な
が
ら
鵜
飼
船
が
浮
か
ぶ

川
べ
り
を
散
策
し
た
り
、
ま
た
源
氏

物
語
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
ま
し
た
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
）

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
「
お
や
こ
っ
こ
」

「
ひ
よ
こ
っ
こ
」
の
子
育
て
３
ク

ラ
ブ
の
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
12

月
９
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
合
わ
せ
て
約
80
人
が
参

加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

大
き
な
二
つ
の
ツ
リ
ー
や
雰
囲
気

た
っ
ぷ
り
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
ホ
ー

ル
に
入
る
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
歓

声
を
上
げ
て
走
り
回
っ
た
り
大
は
し
ゃ

ぎ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
世
話
係
の
進

行
で
、
ま
ず
紙
皿
に
思
い
思
い
に
飾

り
付
け
た
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
的
な
リ
ー

ス
を
完
成
さ
せ
、
次
は
座
布
団
を
つ

か
い
「
サ
ン
タ
さ
ん
」
「
ト
ナ
カ

イ
」
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
の

掛
け
声
に
あ
わ
せ
て
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
そ
し
て
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
楽
し
ん
だ
あ
と
、
少
し
暗
く

し
た
会
場
に
ツ
リ
ー
の
ラ
イ
ト
が
点

滅
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な

声
で
「
サ
ン
タ
さ
〜
ん
」
と
呼
び

か
け
る
と
軽
快
な
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
に
の
っ
て
愉
快
な
ト
ナ
カ
イ
さ
ん

の
先
導
で
大
き
な
袋
を
担
い
だ
白
い

お
ひ
げ
の
サ
ン
タ
さ
ん
、
そ
し
て
仲

間
の
サ
ン
タ
さ
ん
た
ち
４
人
の
登
場

に
「
わ
〜
っ
」
と
歓
声
が
あ
が
り

手
を
た
た
い
て
大
喜
び
。
そ
し
て
一

人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ

れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で

答
え
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
過
ご

し
た
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
。

若
草
文
庫
で
も
12
月
22
日
、
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
飾
り
つ
け
を
し

ま
し
た
＝
写
真
。
幼
児
も
含
め
25

人
が
集
ま
り
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

カ
ス
テ
ラ
に
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
、

イ
チ
ゴ
、
み
か
ん
、
チ
ョ
コ
な
ど

い
ろ
ん
な
も
の
で
飾
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
ケ
ー
キ
が
完
成
、
お
い
し
く
い
た

だ
い
た
あ
と
は
冬
休
み
用
に
本
を
選

ん
だ
り
折
り
紙
な
ど
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
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□1月22日（土）

☆社会奉仕

8：30 若草中央公園集合

★人権講座・同推協報告会

19：00～21：00

□1月25日（火）

★地域サロン：懐メロを歌う会

10：00～11：30

□1月26日（水）

★やすらぎ学級

13：30～17：00

□1月29日（土）

★「男の料理教室」健康推進員

10：00～12：00

□1月31日（月）

★ボランティア講座

13：00～15：00

□2月4日（金）

★定例健康相談日

9：30～12：00 市健康推進課

★ふれあい昼食会

12：00～13：00

ボランティア「泉」

□2月5日（土）

☆健康ウォーキング

8：45 若草中央公園集合

□2月6日（日）

★市長とまちづくりトーク

10：30～

□2月8日（火）

★地域サロン：懐メロを歌う会

10：00～11：30

□毎週金曜日

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00～12：00

若草第五集会所

★印の会場は志津南市民センター

（公民館）です

晩
秋
の
宇
治
楽
し
む

子
育
て
３
ク
ラ
ブ
が

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会

若
草
文
庫
も
飾
り
つ
け

志
津
南
地
区
子
ど
も
会
の
新
春
書

き
初
め
大
会
が
１
月
５
日
、
志
津

南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

40

人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

四
丁
目
の
西
口
青
咲
先
生
ら
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
心
も
新
た
に
書

き
初
め
用
紙
に
向
か
い
、
真
剣
な

表
情
で
思
い
思
い
の
言
葉
を
書
き
ま

し
た
。

こ
の
日
の
作
品
は
草
津
市
子
ど
も

会
書
き
初
め
大
会
に
出
品

さ
れ
平
和
堂
草
津
店
に
展

示
さ
れ
、
入
賞
作
品
は
、

そ
の
後
草
津
市
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
に
も
展
示
さ

れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
日
に
書
か
れ
た
全

て
の
力
作
は
、
22

日
ま
で

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
子
ど
も
会
）

書
き
初
め
大
会
に
40
人

心も新たに筆をとる子どもたち



志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
「
は
じ

め
の
第
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
、
12

月
２
日
、
９
日
、
16

日
の
３
回
に
わ

た
っ
て
吉
田
知
津
子
さ
ん
（
若
草
在

住
）
を
講
師
に
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

を
対
象
と
し
た
講
座
を
同
セ
ン
タ
ー

で
開
催
、
12

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

｢
パ
ソ
コ
ン
で
何
が
で
き
る
の
？

マ
ウ
ス
っ
て
ね
ず
み
じ
ゃ
な
い
よ
ね｣

か
ら
始
ま
り
、
実
際
に
マ
ウ
ス
を
動

か
し
ド
ラ
ッ
グ
し
て
み
る
。
そ
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
全
員
で
見
ま
し

た
。２

回
目
は
、
ワ
ー
ド
で
文
字
入
力
、

す
て
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が
出

来
上
が
り
、
３
回
目
は
エ
ク
セ
ル
の

便
利
機
能
を
実
体
験
。
受
講
生
か
ら

は
感
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

「
家
に
パ
ソ
コ
ン
は
あ
る
ん
だ
け
ど

ね
、
壊
し
て
し
ま
い
そ
う
で
怖
く
て

触
れ
な
か
っ
た
の
よ
」
と
言
っ
て

い
た
方
が
、
「
早
速
、
帰
っ
た
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
し
て
み
る
わ
」

「
次
の
講
座
も
あ
る
の
？
」
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
心
の

癒
」
を
テ
ー
マ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
の
受
講
生
を
次
の
通
り
募
集
し

ま
す
。

日

時

１
月
31
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

内

容

ア
ロ
マ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
や

基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
体
験
し
ま
す

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
ハ
ン
ド
タ

オ
ル
、

対

象

草
津
市
在
住
、
在
勤
の
方

受
講
料

無
料

そ
の
他

ひ
じ
ぐ
ら
い
ま
で
腕
が
出

せ
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

受

付

１
月
17
日
（
月
）
〜

１
月
25
日
（
火
）
17
時

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

定

員

20
人
（
先
着
順
）

志
津
南
セ
ン
タ
ー
は
「
趣
味
の
世

界
が
広
が
る
〜
工
芸
入
門
講
座
」
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

日

時

①
２
月
17
日
（
木
）

②
２
月
24
日
（
木
）

③
３
月
３
日
（
木
）

④
３
月
10
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

内

容

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、
マ
ク
ラ

メ
、
陶
芸

対

象

ど
な
た
で
も

受
講
料

１
２
０
０
円
（
４
回
分
）

材
料
費

３
０
０
０
円
（
全
講
座
分
）

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

定

員

15
人
（
先
着
順
）

受
付
け

１
月
15
日
（
土
）
〜

２
月
７
日
（
月
）
５
時

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
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青
く
澄
み
き
っ
た
冬
空
を
切
り

取
る
か
の
よ
う
な
鉄
の
梁
。
真
っ

赤
な
三
角
帽
子
を
支
え
る
白
、
赤
、

青
の
三
色
の
桁
。
若
草
中
央
公
園
に
面
し
た
モ
ー
ル

の
一
角
に
あ
る
の
だ
が
、
な
に
か
抽
象
芸
術
作
品
を
連

想
さ
せ
る
、
と
い
え
ば
大
げ
さ
だ
が
目
を
引
く
の
は
間

違
い
な
い
。
日
本
的
な
住
宅
街
に
現
代
風
な
ア
ー
ト

ま
が
い
の
構
造
物
が
異
色
の
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。

前
衛
ア
ー
ト
？

正
月
に
な
る
と
、
昔
は
大
方
の

家
で
飾
ら
れ
て
い
た
門
松
や
注
連

縄
（
し
め
な
わ
）
。
生
活
様
式
の

移
り
変
わ
り
と
と

も
に
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。

注
連
縄
は
今
で
こ
そ
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
も
市
販
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
昔
は
、
年
末

に
な
る
と
親
に
連
れ
ら
れ
て
、
山

に
入
り
注
連
縄
の
材
料
と
な
る
裏

白
（
地
方
に
よ
っ
て
は
「
穂
長
」

と
も
い
う
ら
し
い
）
を
と
り
に
行

き
、
家
の
庭
に
あ
る
ゆ
ず
り
葉
を

と
っ
て
、
藁
を
使
っ
て
編
ん
だ
注

連
縄
に
飾
り
付
け
を
し
た
こ
と
を

思
い
出
す
。

注
連
縄
だ
け
で
な
く
、
年
末
は

家
族
総
出
で
大
掃
除
な
ど
を
し
、

そ
う
し
た
準
備
作
業
の
中
で
、
行

く
年
を
惜
し
み
、
来
る
年
に
新
た

な
意
気
込
み
を
感
じ
る
節
目
と
し

て
意
識
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

最
近
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
元
日
か
ら
開
店
し
て
い
る
し
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
24

時

間
の
対
応
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
特

に
正
月
と
い
っ
て

も
日
常
生
活
は
い
つ
も
と
さ
ほ
ど

変
わ
り
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

テ
レ
ビ
で
は
、
天
文
学
的
に
は
何

の
意
味
も
な
い
正
月
。
そ
う
言
っ

て
い
た
若
者
も
い
た
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
一
年
の

初
め
と
な
る
正
月
。
今
年
一
年
の

抱
負
を
胸
に
新
た
な
気
持
ち
で
迎

え
た
い
も
の
だ
。

（
昔
を
懐
か
し
む
者
）

さ
れ
ど
正
月

受
講
生
募
集

や
れ
ば
で
き
る
Ｐ
Ｃ

説
明
を
聞
き
な
が
ら
操
作
を
学
ぶ

受
講
生

工
芸
入
門
講
座
募
集


